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研究成果の概要 

本研究課題では、バイオ DXによる試験管内精子形成の最適化と、その過程を通して精子形成の

本質を理解することを目的として研究を R3年度に開始、R6年度は以下の成果を得た。 

野生型マウスの生体内精子形成は、精細管断面画像から 12 ステージに分類される。伊川 Gが

Hematoxylin/PAS染色した精巣組織切片画像から、舟橋 Gが各精細管を抜き出すアルゴリズムを

開発し、±1のステージングを 97％の精度で達成できることを発表公開した (1)。さらにWEBベ

ースの自動ステージングアルゴリズムを開発して応用することで、加齢に伴いステージング結果が

乱れる、つまりは精子形成効率が低下することを見出した。また、伊川 G、木村 G、小川 Gが協力

し、単層培養による精子形成と倒立顕微鏡による高解像度観察を同時に実現する組織培養デバ

イスを完成させた。さらに、得られた精子を用いた顕微授精により次世代の作製にも成功し、論文

発表した (2)。現在は、舟橋 G と協力して培地成分の 13パラメータを対象にベイズ最適化を推進

している。なお、国際共同研究により AlphaFoldを用いてタンパク質複合体を推測する in silico ス

クリーニングを開始、新規受精融合必須因子 TMEM81の単離と機能解析に成功した (3)。 
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